予算要求資料
平成27年度当初予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：男女共同参画推進費
	事業名　男女共同参画ロールモデル紹介事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

健康福祉部子ども・女性局子ども・女性政策課　男女共同参画係　
電話番号：058-272-1111（内2423 ）E-mail： c11234@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　  312千円（前年度予算額：1,600千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	1,600
	
	
	
	
	
	
	
	1,600

	要求額
	312
	
	
	
	
	
	
	
	312

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　岐阜県では、県民の性別による固定的な役割分担意識が根強く残り、男「男女共同参画社会」実現のさまたげになっている。このため、全ての県民が家庭、地域、職場それぞれで、男女が個性と能力を発揮し、生き生きと暮らすため、生き方の優れた手本となる人材について広く周知し、男女共同参画社会の実現へむけて県民意識の醸成を行う必要がある。

（２）事業内容

　　年齢、性別を問わず、職場や子育て、介護等、様々な分野で活躍し、男女共同参画社会づくりを進めるうえで、生き方の優れたロールモデルを発掘し周知する。

　
（３）類似事業の有無　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	63
	ロールモデル謝金

	旅費
	64
	ロールモデル依頼等

	役務費
	5
	郵便料

	委託料
	180
	ロールモデル取材、撮影、原稿執筆等

	合計
	312
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　・男女共同参画計画　１．あらゆる分野における男女共同参画の促進
（２）国・他県の状況
・他県の状況：青森県、宮城県、新潟県、愛媛県、福岡県等で同様にロー
ルモデル発掘ＰＲ事業を実施している。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	　男女共同参画社会の実現へむけて県民意識の醸成を行い、「あらゆる分野における男女共同参画の促進」につなげていく。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	審議会等における女性委員参画率
	
	35.1%

（H24）
	35.0%

（H25）
	33.5%
（H26）
	40.0～

60.0%
（H30）
	83.7％


	
	
	
	
	
	
	


○指標を設定することができない場合の理由
	　



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
ロールモデルの発掘と周知により、男女が共に個性と能力を発揮できる男女共同参画社会の実現に向けて、県民の意識を高める。


（前年度の成果）

	・若年層には生き方の選択、経営者には方針・制度改善のきっかけ、従業員には家庭・育児・介護等の両立を考えるきっかけ等、老若男女それぞれがロールモデルの生き方を通じてから自らの生き方を考えることで、男女共同参画社会の実現につなげることができる。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	男女が家庭、職場、地域などあらゆる分野に参画する社会づくりの実現のためには、男女の固定的役割分担意識の解消が不可欠であり、県が意識改革を行うことが必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　男女の固定的役割分担意識は解消に向かっているものの、根強く残っている。また、審議会等の女性参画率については、第２次計画の目標値は達成したところであるが、第３次計画の目標値である40～60％に向けて引き続き取り組む必要がある。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

　 ○

	　ロールモデルの紹介については、ホームページに掲載するなど、効率的な方法で実施する予定である。


（今後の課題）

	　あらゆる分野における男女共同参画の実現のためには、男女共同社会づくりに資する人材においても、多様な人材の発掘とＰＲをしていくことが必要である。


（次年度の方向性）
	　男女共同参画計画（第３次）の期間を通じて継続実施し、県民の意識改革を進める。



